
超小型ラインヒータ

ＬＨＷ－３０タイプ

超小型ラインヒータＬＨＷ－３０型は棒状ハロゲンランプを使用したライン状集光加熱ユニットで
ある。

商品コンセプトは「小さいこと」。ミラー幅３０㎜，ミラー部高さ３４ｍｍと通常品に比べ体積比
で２０％程度しかない。これは各部の設計を工夫し，ミラー面は楕円と円の複合曲面を採用す
るなどで小型化によるマイナス面をカバーし，高性能をできるだけ維持しながら極限まで小
さくしている。

上の写真はこのシリーズの標準品と位置づけているミラー有効長８４ｍｍの加熱ユニットである。
写真左上が開口側から見たところ、写真右上は照射した状態（２０％電圧）である。写真下は照
射により白紙に焦げ目を作り加熱幅と加熱長さの分布が分かるようにしたものである。

この標準型ユニット（Ｌ＝８４ｍｍ）は使用ランプとして量産品のＪタイプハロゲンランプが使える。
そのため電圧は１１０ｖ，２２０ｖ，２４０ｖなどの品種が入手でき，電力も２００ｗ～５００ｗの物がある。



量産品なので安定的に供給され、少量でも安価、短納期といったメリットもある。

前記標準ラインヒータユニットＬＨＷ－３０／ｆ２０／Ｌ８４に１１０ｖ－５００ｗのハロゲンランプを組み合わせ
た時の加熱幅と長さは（幅２．５㎜×長さ３０㎜）程度となる（写真下参照）。

もちろんこのＬＨＷ－３０シリーズは上記サイズに限るものではなく、同様の構造で有効ミラー長
２０００ｍｍまで製作可能。ただし使用できるハロゲンランプは外径φ１０．５のものまでに制限され
るため，５００ｍｍ以上の長さの物は強度的に困難。長い物が必要な場合はＬＨＷ－５５／Ｈ１８シリーズを
使うべきであろう。

冷却方式は基本的には水冷となる（φ４チューブ接続）。強制空冷ユニットを付ける事もでき
また平均電力を１５０ｗ～２００ｗに制限（電圧制限、又はＯＮ－ＯＦＦ）すれば強制冷却が不要な場合も
ある。ただ使用環境にもよるので、ボディ温度が１５０℃以下になることを確認する必要がある。




